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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

多 発する二 輪 車 乗 車 中 の 死 亡 事 故 協力：大阪府警察

　大阪府下では、昨年来より二輪車による死亡事故が増加傾向にある。本年の全事故死者のうち、二輪車乗車中が最も多く、全体の4割を
占めているほどだ。その二輪車乗車中の死者のうち、排気量別では125CCクラス以下が約7割と最も多く、早朝･薄暮の通勤･通学時間帯に
約6割発生している。慣れた道でも少しの油断で大きな事故になりかねないので、注意して運転するよう心がけよう。

　前年踏襲から抜け出して
　業務の短縮・削減に挑戦

っかけは2020年度から始まる
英語教育の拡充だった。まだ

「働き方改革」という言葉も浸
透していない2016年。文部科学省指定の
教育課程特例校である同校では、全国に
先がけて2017年度から小学5・6年生で週
2時間、小学3・4年生でも週1時間の英語
の授業が始まることが決定していた。「単
純に授業時間が増えるだけでなく、そのた
めの研究や評価も必要。先生たちは今で
も手一杯なのに、これ以上業務が増えると
倒れてしまう」と危機感を感じた今奥晶博
校長。校内でプロジェクトチームを作り、

「校務改革・業務改善」として文書改善や
行事の見直しに取り組み始めた。
　翌年には、ワークライフバランスを推進す
るプロ集団「WLBC関西」からコンサルタン
トを招き、夏の全体会議を皮切りに本格的
にテコ入れをスタート。各学年会や働き方
改革の推進チーム、さらには職員会議で何

小学校の先生たちが立ち上がった

目指す学校運営のための
「働き方改革」

き

然環境保護やごみ削減を目
的として、北摂地区７市３町

（豊中市、池田市、吹田市、高
槻市、茨木市、箕面市、摂津市、島本町、
豊能町、能勢町）は、同地区内にスーパ
ーマーケットがある事業者9社と、「北摂
地域におけるマイバッグ等の持参促進
及びレジ袋削減に関する協定締結式」
を2月に実施した。マイバッグ持参率80%

を統一目標とし、事業者と自治体が連携
し、レジ袋の利用削減を呼びかける。
　4月1日に協定が発効し、6月1日以降
114店舗でレジ袋の無料配布が中止さ
れる。対象となる人口は約180万人で、全
国最大規模の取り組みとなる。

自

北摂地区7市3町
レジ袋の無料配布を中止

曜と木曜の夜、梅田の外れで
レトロな一軒家に黄色い明か
りが灯る。ふらっと立ち寄った

人も常連も、フリーペーパーを手に取って
お酒を飲みながら語り合う「はちみつとフ
リーペーパーのお店 はっち」。アーティス
ト活動を応援する一般社団法人ワオンプ
ロジェクトのメンバーが、「フリーペーパー
を通して人が交流する場にしたい」と
2015年にオープンした。店内には青森か
ら沖縄まで、全国から集まった約130点の
フリーペーパーが並ぶ。テーマは地域限
定や土偶、灯台、額装などさまざまで、中
には妄想で書いた星占いや手のひらサ
イズのものもあり、変化に富んでいる。同
店の女将役である田面遙華さんは、「制

限がなくて自由。愛情が伝わってきます」と
その魅力を話す。作家によるトークショー
やフリーペーパー制作ワークショップなど
のイベントも盛んで、3月には台湾でもブー
スを出展。想いを詰め込んだ「紙」が、全
国、そして世界の人と人とをつなげている。

「はちみつとフリーペーパーのお店 はっ
ち」。https://hatch2015.jimdo.com/

火

個性豊かなフリーペーパーを通して
人と人とがつながる場所に

槻市全域で開催される「オー
プンたかつき」。ただ見るだけで
なく、実際に体験したり、地元ガ

イドや店主との交流を楽しむなど、高槻市
の魅力により深く触れることができる観光
プログラムとして、この春に5回目を迎える。
今回は、関大アイスアリーナでの滑走体験
や地元ガイドと巡る歴史探訪、観光大使と
行くグルメツアーなど約40のプログラムが
揃う。各プログラムはツアー化されており、
高槻市外の方でも気軽に参加して楽しむ
ことができる。さらに、主催である高槻市観
光協会が設立50周年を迎え、富田地区や
真上地区を地元ガイドと巡る特別プログ
ラムも実施される。

高

体験交流型観光プログラム「オープンたかつき」
2018年春のプログラムが4月から実施

津市は、千里丘西地区の再
開発を、市施行で進める方針
を正式に決定した。3月の議会

で審議し、予算が成立すれば来年度より
計画の検討を進めていく。
　昭和63年、地権者による千里丘西地
区市街地再開発準備組合が発足し、約
30年に渡り再開発に向けた活動を続け
てきた。しかし経済情勢の悪化などにより、
活動の規模は縮小。2013年からの3年
間は国の補助金を受けて計画の検討に
力を入れてきたが合意に至らず、昨年4
月に組合は解散した。しかし同地区は、
狭い道路に囲まれた木造住宅が密集す
る地区。密集市街地の解消や交通安全
対策の必要性があり、同市は、すでに都

市計画決定されていた千里丘西駅前交
通広場と都市計画道路の整備案と比較
検討した結果、市施行の再開発を行うこ
とを決定した。駅前にふさわしいまちづく
りが進められていくのか、今後の動向に
期待がかかる。

日々の膨大な業務や部活動指導、保護者対応などに追われる教員。
長時間労働が問題視されている学校現場に、働き方改革の風が吹き始めた。
高槻市立北大冠小学校では、一昨年から業務改善に向けて先生たちが奮闘している。

度も話し合いを重ねながら、子どもたちに
必要な時間を割けられるよう、業務改善
を実践していった。例えば、事務作業の
効率化としては、通知表の電子化やペー
パーレス化にも取り組んだ。19時以降の
電話対応をやめた際は、保護者に案内
文書を配布した。職員室にはホワイトボ
ードを設置し、働き方見直しのアイデアを
付箋に貼って共有。プリントの集め方を
工夫するなど、それまで教員個人が持っ
ていたノウハウが学校の財産となった。
その結果、「早く帰りやすくなった」、「ひと
りで抱え込まなくなった」、「優先順位をつ
けるようになった」という。
　前年をなぞるように行われていた行事
も見直し、来年度は、校内だけでなく他校
との合同行事や会議も削減することが決

定している。「通常業務を抱えながらの
取り組みです。特に初年度は話し合いの
ために遅くまで残ることもあり、負荷があり
ました」と今奥校長。改革のために痛み
に耐えた2年間だった。

　もっと子どもと向き合える
　教育を目指して

ンサルタントの澤田真由美さん
は、「最大の課題は、先生たち
の意識です」と話す。「子どもの

ためなら無理をすることが当たり前という教
員の善意に支えられる教育現場。抱えすぎ
ている業務を見直して教室の質を上げる
ための取り組みです」。しかし、改革は教師
が楽をするためにあるものではないという。
今奥校長はこれまでの取り組みを振り返り、

「先生たちが余裕を持てば、授業研究や
子どもに向き合う時間がもっと増える。トラ
ブルも未然に防げるかもしれない。働き方
改革は、学校目標、そして目指す子ども
像を実現するための一番の近道だと実
感しています」と話す。3月8日に行われた
最終報告会では、先生たちから「時間の
使い方への意識が高まった」「なんでも
削減という考え方ではなく、『子どもに向
き合う』という教育の原点を忘れないよう
にしたい」など、様々な感想が聞かれた。
　来年度からは、これまでに決定した行
事の削減を実践して検証するとともに、会
議のあり方を改善するなど、学校で改革を
自走させていく。しかし、学校だけでは限
界がある、と今奥校長。「今後は教育委員
会や市にもシステム改善などに切り込んで
ほしいですね。これは、現場が最大限努
力をしてきたからこそ言えることです。保護
者の方にも、学校の授業づくりや目指す教
育をご理解いただき、パートナーとして子ど
ものために手を取り合っていただきたいと
思います」。

3月8日に行われたコンサルタントとの最終報告会。これまでの反省点をふまえ、学
年ごとに今後の取り組みについてアイデアを出し合うとともに、改革への向き合い
方についてもそれぞれの想いを話し合った。

　千里中央の千里阪急は、隣接する商
業施設セルシーと一体再開発し、延床
面積10万㎡級の商業施設を建設する
と、開発するエイチ・ツー・オー リテイリン
グ株式会社が2月28日に発表した。この
大規模開発で千里中央が大きく変わり
そうだ。
　また同日、豊中市は「千里中央地区
活性化基本計画 中間とりまとめ」を公
表した。これは、平成28年度から3カ年
で計画策定を進めている官民協働での
まちづくりの基本方針や交通機能の再
編に関するもの。北大阪急行の延伸を
機に大きく変化する千里中央地区の具
体的な取り組み内容を示している。

千里中央に10万㎡級の商業施設
千里阪急とセルシーが一体開発へ

　より便利に そして
　憩いの場としての利用も期待

に注目したいのが、「商業施設
等の機能更新と一体となった
交通機能の再編構想」だ。北

大阪急行や大阪モノレール、路線バスな
ど公共交通機関の乗り継ぎがより便利に
なるように改善したり、商業施設などと一
体となった歩行者空間の整備やバリアフ
リー化に取り組むというもの。千里中央地
区の内外を結ぶ歩道を拡充するなど、人
の流れをいかにスムーズにするかに焦点
を当てている。市の担当者は、「今回示し
たエリアの民間施設の開発とうまく連携
をとって、道路混雑などの課題を解決す

る整備をどう進めていくかがカギです」と
話す。また、ビジネスや買い物の利用だ
けでなく、憩いの場として足を運んでもら
えるよう、広場空間の整備や屋上を緑化
する計画なども盛り込まれている。「多く
の民間企業と自治体が協力して進めて
いく、全国でもめずらしいプロジェクトにな

ります。周辺地域の皆さんの利便性向
上を図りながら、北大阪エリアの都市拠
点として、地域全体が活性化するような
新しいまちづくりを実現していきたい」と
意気込む。より具体的な再開発プランは、
北大阪急行の延伸工事が終了する平
成32年までには打ち出したいとしている。

大阪府警察交通総務課では

「LINE＠」で各種イベントや

交通安全情報等を発信している。

ぜひQRコードから登録を！

［ 問い合わせ・予約 ］
TEL.072-675-0081（公益社団法人 高槻市観光協会）
受付：平日9時半～17時半（土日祝、年末年始を除く）
http://open-takatsuki.jp/

［ アカウント名 ］

大阪府警察本部
交通部交通総務課

大阪府下の二輪車が関係する交通事故発生状況等
（平成30年2月末速報値）

● 交通事故件数 …………5,101件
（前年比   -194件）

● 交通死亡事故死者数 ………28人
（前年比    +1人）

● 二輪事故発生件数 ………1,232件
（前年比  -63件）

● 二輪事故死者数………………10人
（前年比   +1人）

二輪車は、実際よりも小さく、遅く、遠く見える

● お互いの動きを過信せず、 再確認･最確認！
● 次の運転操作は 一呼吸を置いてから！
● ドライバーも、ライダーも、 右からの横断歩行者に注意！
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学校専門ワークライフバランス
コンサルタント
先生の幸せ研究所代表
WLBC関西学校PJTリーダー
澤田真由美さん

特

千里阪急

セルシー

屋上緑化イメージ

建物と一体となった
バス乗換場の整備イメージ

「千里中央地区活性化基
本計画 中間とりまとめ」を
もとに作成

10市町の首長が出席した締結式の様子。

営業時間19時～20時。自身らも制作活動を行う6名のスタッ
フが、各々仕事の調整をつけて輪番する。

JR千里丘西口。信号もない三叉路に、車や自転車、
歩行者が行き交う。

オープンたかつき2018春
2018年春に開催される全プログラムが載った冊子。
JR高槻駅中央改札 高槻市観光案内所などで設置（3月末から）。

摂
JR千里丘駅西地区市施行で再開発へ

高槻市立北大冠小学校
校長 今奥晶博先生

木市に2月、人材派遣事業を
手がけるパーソルテンプスタッ
フ株式会社が、ライフスタイル

に合わせて仕事ができる「ジョブシェアセ
ンター」を開設した。子育てや介護をして

いる人やシニア世代など、勤務時間が
制限される人を同社が業務委託社員と
して雇用し、希望条件にマッチした仕事
を提供する。茨木市の中心地に住む人
は電車通勤せずに勤務も可能。仕事の
内容は簡単な手作業から事務作業、専
門的な業務まで幅広く、2月5日の開設
以降、すでに近隣住民が利用を開始し
ている。利用者からは「家庭と仕事の
両立ができる」「子どもが大きくなってか
ら社会復帰するまでのトレーニングにな
る」と評価は上々だ。今後は、センター内
の「学びのスペース」で、パソコンのスキ
ルアップのためのeラーニングやカルチャ
ースクールを開催する予定。

茨

限られた時間や日数でも働ける
職住近接のジョブシェアセンター開設

センター内はカフェをイメージしたおしゃれな空間。リフレッシュル
ームも備え、快適に仕事ができる環境が整っている。

津市では、ひとり親家庭の生活
安定と健康保持のために実施
している医療費助成について、

4月から対象者を拡大する。「大学（短期
大学を含む）・高等専門学校・専修学校

（専門課程に限る）に在学する22歳到達
までの学生」と「その学生を監護・扶養して
いるひとり親家庭の父又は母」に該当する
約130世帯が対象となる。550万円を市で

予算化した。市ではひとり親家庭の貧困
対策を講じる中で、大学等の進学率が全
世帯平均に比べ30％以上低いことに着目。
経済的負担を軽減することで高等教育を
受ける機会を創出し、貧困の連鎖を解消
することを目的としている。

摂 イメージ写真

ひとり親家庭の
医療費助成の対象者を拡大


